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候補モデルとして確率微分方程式を扱うモデル選択に対して, エルゴード拡散過程における AIC

型情報量規準 (CIC, [2]) や LAQ モデルにおける Schwarz 型情報量規準 (BIC, quasi-BIC, [1]) の
導出など様々な理論的研究が行われている. これらの研究をもとに, 確率微分方程式における情報量
規準を計算するための関数を作成し, R 言語の yuima パッケージ へ実装を行なった. yuima とは,

発展途上である確率微分方程式におけるシミュレーションや推定を可能とするパッケージである. 本
発表では, 実装した関数に含まれる情報量規準の概説を行うとともに, 数値実験例を交えて関数の仕
様について説明する.

モデル評価の対象として, 次の d 次元確率微分方程式モデルを考える.

dXt = a(Xt, α)dwt + b(Xt, β)dt, t ∈ [0, Tn]. (1)

aは Rd×Θα 上の Rd⊗Rr-値関数, bは Rd×Θβ 上の Rd-値関数, θ = (α, β) ∈ Θα×Θβ ⊂ Rpα×Rpβ ,

w は r-次元標準 Wiener 過程である. また, データは離散観測であり, Xn = (Xtj )
n
j=0 とする. ここ

で, 正数列 hn について, tj = tnj := jhn であり, Tn = nhn → ∞, nh2
n → ∞ を満たす. このとき,

局所正規近似に基づき, 疑似対数尤度を
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と定義する. ただし, ∆jX = Xtj − Xtj−1
である. この疑似対数尤度と疑似最尤推定量 θ̂n ∈

argmaxHn(θ) を用いて, 情報量規準 quasi-BIC や BIC, CIC はそれぞれ以下の形で与えられる:
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∣∣∣ ,
BICn = −2Hn(θ̂n) + pα log n+ pβ log Tn,

CICn = −2Hn(θ̂n) + 2(pα + pβ).

上記の情報量規準の値と疑似最尤推定量を返り値として持つ関数 “IC” を作成し, R パッケージ
yuima へ実装を行なった. yuima の下で, (1) のようなモデルの情報 (拡散項 a, ドリフト項 b, Tn な
ど) を含むオブジェクトを生成することが可能であり, このオブジェクトを利用することにより関数
IC の計算が行われる.
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